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〔書評〕

WilliamJ・Baumol，TheFree-Marketlnnovation

MachinePrincetonUniversityPress2002 

柳沼 寿

をロ収する仕組みとして技術提携とライセンスTli

場が如何に重要であるかを強調する。しかしなが

ら’この様なイノベーションへの資源投入は，そ

れが成功して経済全体に波及する中でむしろイノ

ベーション活動のコストを相対的に高めることに

よりそれ自体を抑制する作ｌＵを持ちうることを指

摘し，最後にイノベーションの連鎖を維持させる

仕組みについて考察している。

１．はじめに

箸将Ｗ､JBaumolはアメリカを代表する総済

学昔で，1951年のEconomicDynamicsを鹸初の

代表作として今日に至るまで数多くの著作を著し

ている。中でも，JohnCPanzar，RobertD

Willigと共著で表した，ContestableMarkets

andtheTheoryofIndustryStructurel982 

(RevisedEditionl988）は，参入及び退川のコ

ストがゼロの場合には市場に独占的な企業が存在

していても，競争的な状態と変わらない結果をも

たらす事を明らかにし，アメリカを始め世界各同

における競争政策の展開に大きな影響を与えたも

のとして有名である。

本譜は，著者がこれまで書きためてきたイノベー

ションや起業家に関する論文を基に，幾つかの企

業にコンサルタントとして関わってきた経験を付

け加えてまとめられてものということが１１}来る。

著肴は，本書において，何故資本主義社会は他の

社会形態に比べて優れた成長の実績を上げられた

のか，を解明するという壮大な意図を持っている。

資本主義の簸も優れた側面として通常強調される

のは，その価格競争メカニズムであろう。しかし

ながら．Ｗ・JBaumolは，資本主義社会におけ

るイノベーションを競争の武器とする寡,Ii的企業

llljの激しい競争にその源を求めようとする。’１

A・Schumpeterも指摘したように，資本主義社

会におけるイノベーションは大企業組織によって

ljlわれているが。Ｗ､ｊ､Baumolはこれを「｢１１Ｉｉｒ

化されたイノベーション」と特徴付け，企業活動

に必要な他の多くの生産要素と同様に扱えること

を蛾調している。

そして企業がイノベーションを巡って激しく競

争する寡占的市場において，如何に企業がイノベー

ションのための努力を行うか，その努力への投涜

２．本書の概要

本書は３部から構成されている。第１部は，

｢盗本主義の成長メカニズム」と題され，イノベー

ションを競争武器とする寡占的企業の競争，それ

ら企業におけるイノベーションに伴うリスク削減

のためのイノベーション活動の日常化，が一般化

していることが指摘される。それら企業が如何に

イノベーションへの活動水準を決めるか,産みｌｌＩ

されたイノベーションを自主的に放出するメカニ

ズムと技術取引市場の存在が取り｣こげられる。岐

後にイノベーションへのインセンテイヴとスビル

オーバーによる社会的便益とのトレードオフが分

析される。

第２部の「イノベーションの主流ミクロ経済分

析への統合」では，イノベーション活動の成果物

の価格付けが如何にあるべきか，それがイノベー

ションヘの投資回収と如何に関わるか．が論じら

れている他，最適なイノベーションのタイミング

やライセンス料についてミクロ経済学的ﾉj法を１１）

いた議論が展開される。

岐後の第３部「資本主義経済のマクロダイナーミッ

クス」では，これまでのミクロ経済学的アプロー

チから一転してマクロ的アプローチを採ＩＩＬ，

Cost-DiseaseModelによってイノベーション活

動がどのような長期的発展経路を辿るかを1リルか

Hosei University Repository



140ＷｉｌｌｉａｍＪ・Baumol,TheFree-MarketlnnovationMachinePTinCctonUniversitvPress2002

にしている。 が！÷|主的放ｌｌ１を促進させることを，事例紹介を含

めて論じている。

第７TIT「媒占的競争と技術取引市場」では，技

術コンソーシアムをモデル化し，経済的厚生や安

定性を論じている。但し，技術コンソーシアムメ

ンバーがそれ以外の企業に比べて累穣的に有利に

なるという仮説の証明が誤っていること，他企業

からの怖報が自社の費用削減に効果を持つ過程が

暖昧で社会的厚生に対する分析がうまくできない

こと，等分析上の問題も幾つか含まれている。

第８章「トレードオフ：イノベーションへの誘

因と他者への便益」では，革新者及びそれから便

益を受ける他者にとっての最適なスピルオーバー

率が異なるため社会的に見た鹸適なスビルオーバー

率の実現は両者間の交渉とならざるを得ないこと

が明らかにされる。ここでの理論的展開は新鮮で

あるが，スピルオーバーに伴う逓増的費用を考慮

しないと本章の結論が導けないことはモデル分析

上の欠陥である。

３．第１部「資本主義の成長メカニズム」

第１章「序章：自山競争市場の成長をもたらす

源泉」では本瞥における中心的トピックスが８項

目に要約．盤理されている。第２章「盗本主義に

おける成長の近似最適･性」では，資本主義の成長

の源泉を，企業間の競争，イノベーション過程の

日常化競争による技術放出，に求め，動学的に

見て高い効率`性を実現してきたことを指摘してい

る。但し，これらの議論の本格的な検討は以降の

章でなされるので第１章と共に導入的な色彩が

強い。

第３章「媒占企業間競争と不確実性i1ill減のため

のロ常化」においては，寡占的市場における企業

間の利潤独得競争がイノベーションの}]'iii化．組

織化をもたらすこと，その結果イノベーション活

動におけるマネジメントの役割が菰要となること，

さらにイノベーションに伴う埋没費１１１の存在が参

入障壁ないしレントとして企業間競争に勝ち残る

手段となること，が論じられる。

第４章の「寡,li的競合企業と日常化されたイノ

ベーション支川」において，イノベーションを巡

る寡占企業|Ｈ１の競争が，各企業のイノベーション

活動に対する投資を同一水準（industrynorm，

｢産業規範｣）にさせるメカニズムを屈折滞要''１１線

及び囚人のジレンマモデルによって説明される。

ここでの説lﾘjは厳密性を欠くが蒜IlIL1A〔はすばら

しい。

第５iIiTの「歴史における独立的イノベーション」

では，起業家（独立的イノベーションを'11うもの）

概念が古典派経済学以降分析の対象からはずされ

たこと，起業家や企業家精神の登場も金銭的報酬

と密接に関わっていること，古代ローマや'''１１t'１１

国の事例から生産的な企業家精神のためには財産

権の確立と｢|丁場制度の整備が不可欠であること，

が述べられる。如何にして生産的企業家活動を領

主や君主が評llliするに至ったかの記述が興味深い。

第６章「占有技術の自主的放出」ではイノベー

ションの成果が[1主的に放出される仕組みとして，

技術ライセンス市場と技術共有連合（techno‐

lOgy-sharingconsortium）があ')，〔lIllなilj場

４．第２部「イノベーションの主流ミクロ経済分

析への統合」

第９章「寡占的競争，価格付け，及びイノベー

ション支'１１の回収」では，製法イノベーションは

對用}''1線の下方シフトを生じさせ，生産量の拡大

と価格低下が社会的余剰の拡大をもたらすこと，

製船イノベーションは限界収入'''１線を上方にシフ

トさせて生産量の拡大をもたらすものの価格は上

昇も下降もあり得るので社会的余剰が増大すると

は必ずしもいえないこと，が論じられる。しかし，

製,Ｍイノベーションのケースでは計算上の誤りの

ため，本章の結論が妥当しないのは問題である。

第10章「イノベーションマシンとしての経済に

おける産業組織のミクロ経済理論」は，コンテス

タプルilT場を前提とするとき，ｌｉｉ－価格ではなく

差別Iilli格の採用が有利となること，その状況では

絶えず参入と退出が生じる`iiinlilj均衡（churning

equilibrium）が発生すること，施業内の企業数

は需要条件でなく費用条件で定まること，を明ら

かにしている。ここでの論理の展開は不十分な而

もあるが以前の成果を活用して強い説得力を持っ

ている。
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第11章「イノベーション支出のlnlllXと製品の価

格設定」では，Ｒ＆Ｄ投資の規模に関する収穫

一定を前提として，その投資水準の決定とイノベー

ションの成果を１Nいる最終製品の巌適価格設定，

並びに投資回収のための最適償却額の決定，が同

時決定されることが明らかにされ，モデル腱開の

精徴さ並びに結論の含意など，本書の白眉とい

える。

第12章「イノベーションの最適タイミング」で

は，競争相手との相互作用のない場合，岐適なイ

ノベーションのタイミングが革新者となる場合の

期待利潤と模倣者となる場合の期待利潤の対比に

よって決まることをコンパクトなモデルによって

明らかにしている。

第13章「利潤追求のためのライセンス料金」に

おいては，特許などのボトルネック保有者が他者

の利用に対して設定する最適なライセンス料金が,

公的企業のⅢi格設定の際に用いられる効率的構

成要素価格設定原理（EfficientComponentPric-

ingRulaECPR）となること，特許保有者はこ

の価格でライセンスする方が有利となること，が

明らかにされる。本章の議論も説得力を有するが，

ここでも妓終財製品の生産量算出に当たって計算

上の誤りがある。

動に対するマクロ的な資源配分の変動を説明する

ことに成功している。

第16章「フィードバック：自己噸殖過程として

のイノベーション」は最終章で，資本主義のイノ

ベーション活動が停滞しない理由を，新たなアイ

ディアの有効活用のために求められるアイディア

の連鎖，自由競争市場のメカニズム，外国貿易に

よる競争市場の拡大効果，イノベーションによる

供給制約緩和とそれによる新たな盗源配分の可能

性，イノベーションの経済効果の力Ⅱ速度原理，等

の仕組みに求めており，これらが機能し存続し続

ける限りＲ＆Ｄが長期的に停滞する可能性は少

ないと結論している。

６．むすび

本譜:は全体として，資本主義における持続的成

長の源泉であるイノベーションについてミクロ及

びマクロ経済学的視点から従来の枠組みを書き換

えようとの意図を持っている。そのため、これま

での理論的成果にこだわらず独自のアイディアを

随所に織り込み，興味深い議論が腱IlMされている。

例えば，技術の自主的放111のためのコンソーシ

アムとライセンス市場の分析，岐適なスビルオー

バー率決定の分析，イノベーションへの投資水準

と峨終製品価格及び投資回収のための償却費用の

同時決定モデル，最適ライセンス料金設定モデル，

Ｒ＆Ｄ活動水準の長期停滞モデル，等優れた着

眼点と分析手法は今後も使用され続けていく可能

性が向い。

また，第５章及び14章に見られる雌史的視点は，

イノベーションというなかなか理論的な扱いの困

難な問題の本質を浮かび上がらせる役割を担って

いるほか，読み物としても興味深い部分を形成し

ている。

加えて筆者が多くの企業のコンサルタントをし

てきた経験が本書にもちl)ばめられ〆理論と現実

とのバランスを良くしている。

このように本書はイノベーションを現実的な視

点と理論的な厳密性を大きな視点から統合しよう

とする意欲作であることは充分認められるが，他

方でモデルの構築が不十分であったり，厳密性に

欠けるところがかなり指摘される。

５．第３部「資本主義経済のマクロダイナミック

ス」

第14章「資本主義の持つ際だったイノベーショ

ンマシン」では古代ローマ及びLl』|u:''''五|を分析し，

両者が多くの発明を生みながらイノベーションへ

と結実しなかったこと，それが競争的111場という

仕組みを欠いていたことに起因すること，が論じ

られる。

第15章「マクロ経済モデルと成長を制約する関

係」は，Ｒ＆Ｄ活動を生産'性が上昇し難い「漸

近的停滞部|'']」と見なし，Ｒ＆ＤiiIi勅が成功し

て他産業の生産性を向上させるものの，その過程

で自らのjltl対３Ｍ]を高めることを通じＲ＆Ｄ活

動水準が長期的に停滞するTU・能性があることを

Cost-DiseaseModelを用いて明らかにしている。

停滞部門としてのＲ＆Ｄ活動という視点はユニー

クで新鮮であり，それによってイノベーション活
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例えば，製品イノベーションが需要関数をシフ

トさせ，製法イノベーションが費用関数をシフト

きせる，というがもっと深く論じるべき点がある

ように思われる。

モデル構築の不十分性については既にコメント

してあるが，本書に取り入れられる前の論文にお

いても同様な誤りや問題が含まれているのではな

いかとの懸念もある。

さらに本書が一般読者を対象としているせいも

あろうが，全体として記述に重複が多いのは気に

なる。

いずれにしても，本書に含まれている優れたモ

デルをさらに発展させ，厳密化することが，今後

におけるイノベーション過程の分析に取って重要

なステップとなることは間違いなく，本書の貢献

もその点において評価されるべきであろう。

〔訂正〕

第40巻第２号の英文表紙に，誤りがありました。お詫びして，以下のように訂正いたします。

〔BookReviews〕
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